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日 時：令和６年７月 10日（水）１４時～１６時 
場 所：奄美市役所５階大会議室 
参加者：障害福祉サービス事業所及び関係機関 52名  
 

令和６年度 奄美地区地域自立支援協議会 全体会 

県内自立支援協議会交流会 

参加者：30 名（姶良市・薩摩川内市・霧島市・鹿児島市・

指宿市・肝付地区・与論町・奄美地区の８地域協議会） 

 
令和６年７月２４日（水）に、ZOOM を使った県内自立
支援協議会のオンライン交流会を開催いたしました。 
今回は、各地域の課題の共有方法や解決に向けた取り組み
の仕組みなどを確認し、各圏域だけで解決できない課題の解
決に向けた意見の集約や県へのあげ方について意見交換を行
いました。どの地域でも地域での協働体制の強化や人材不足
についての課題が報告され、ボトムアップした課題について、県
全体として協議を行う事項の必要性も確認されました。 

第１回 ピア交流会を実施しました 

実施日：令和 6年 6月 24 日（水）16 時半～18 時 

場所：アマホーム PLAZA 3 階中多目的室 

 

今年度第 1回のピア交流会を開催しました。 

「私のトリセツ（取扱説明書）」をイメージしながら自分の黄色

信号（調子が悪いと感じるとき）にどういう工夫をしているかにつ

いて考えました。会の後半には車座になり、全体での意見交換

をして「スマホや AI を活用した相談」「アロマでのリフレッシュ」など

様々な意見が出されました。今年度は、10 月と 1 月にも開催

予定です。興味のある方は事務局までご連絡ください。 

今年度は少し開催が遅くなりましたが、各関係機関の代表者が参加する全体会が

開催され、昨年度の専門部会や定例会等の活動報告、令和６年度の計画を承

認してもらいました。今年度は報酬改定もあり、奄美地区でも障害福祉の充実に向

けて専門部会を中心に全員が参画して協働して行ける体制づくりが課題となります。

運営をする市町村の担当や各事業所の委員も知恵を出し合い取り組んでいくことを

確認しました。会議後には協力就労支援事業所の商品が提供され、それぞれの機

関が感じる障害福祉の課題を共有する時間となりました。 

活動報告 



 

 

 

 今年度、新しく第７期障害福祉計画が動き出しました。 
奄美地区のより良い障害福祉サービスのあり方を検討していきたいと思います！ 

令和６年度 自立支援協議会事務局・運営委員会 

 

 奄美市名瀬 

長井さん（会長） 

奄美市笠利 

栄さん 

≪お問い合わせ先≫  

奄美地区障がい者等基幹相談支援センター（ぴあリンク奄美） 

鹿児島県奄美市名瀬幸町 15番 3号 

℡0997-69-4061 Fax0997-69-4062 

✉amamithikukikan@ark.ocn.ne.jp 

各事業所の詳細情報や奄美地区地域自立支援
協議会の活動は、ホームページからも見ることがで
きます。 
「ぴあリンク奄美」で検索するか、こちらのＱＲコード
を読み取ってご覧ください！！ ぴあリンク奄美 

奄美市住用 

泉さん 

事務局・運営委員会で、奄
美地区の障害福祉サービス
の課題について協議を行っ
ています。 

TOPIC 

事務局・運営委員会は、昨年度に引き続き各市町村担当者と地

域の関係機関のメンバーに協力をしてもらい実施しています。

地域の支援活動や個別支援の中から見えてきた地域全体の課題

の解決に向けて検討しています。今年度も「見えない（見えに

くい）障害」についての出前授業にも取り組む予定です。各地

の小学校の授業で実施できるよう是非ご協力をお願いします。 

出前授業の概要 
(対象)小学校 5，6 年生 

(時間)45 分間 

(内容)絵本を用いた説

明と意見交換 

令和６年度 障害福祉サービス報酬改定について 

令和 6年度障害福祉サービスに関する報酬改定が行われました。 

特に相談支援事業所は、地域自立支援協議会への定期的な参画や基幹相談

支援センターが行う地域の相談支援体制強化のための取り組みに参画すること

で、さらに評価された加算を取得することが出来るようになりました。 

障害福祉サービスの向上のために、支援機関同士の連携を高めていくことを評価

される内容となっています。 

これまでも、多くの相談支援事業所の皆さんには、協議会の取り組みにご協力い

ただいておりますが、より参加しやすく意義のあるものになるように工夫していきたい

と思います。 

 

※詳細についてはホームページを検索してみてください。 

【厚生労働省HP】 検索ワード→「厚労省、障害報酬改定 2024」 

北部地区子ども支援 net を開催しました 

笠利、龍郷の支援者を対象に北部地区子ども支援 net を

開催いたしました。 

当日は、地域の「困り感のある子どもとその家族を支える支

援者が様々な分野から集まり「顔の見えるネットワークつくり」

を目的に、ミニ研修と意見交換を行いました。 

※詳細については、協議会 HP（QR）をご確認ください。 

実施日：令和6年 6月 21 日（金） 49 名参加 

場 所：龍郷町役場2階会議室 

障害のある方への合理的配慮の提供を！ 
令和６年４月１日から障害者差別解消法の改正に伴い、これまで公的機関のみの義務であった障害のある人への「合理的

配慮の提供」が民間事業者にも義務化されました。簡単に言うと、障害を理由とした差別的な対応をしてはいけないということで

す。例えば視覚障害があってもメニューの中身を知ることができて、自由に注文できると外食に行くという楽しみが実現できます。 

【具定例として】 

飲食店で車椅子のままで着席したい 
 
→机に備え付けの椅子を片づけて、
車椅子のまま着席できるスペースを確
保した。 

難聴のため筆談によるコミュニケーショ
ンを希望したが、弱視でもあるため細い
ペンや小さい文字では読みづらい。 
 
→太いペンで大きな文字を書いて筆談
を行った。 

大勢の人がいるところでは、どうしても周囲が気に
なってしまい落ち着かず待合室での順番待ちが難
しい。 
→別室の確保が困難だったため、比較的周りから
の視線がさえぎられるようなスペースに椅子を移動
させ順番待ちができるように配慮した。 


